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本
市
の
平
成
25
年
度
の
財
政
運

営
の
見
通
し
は
、
歳
入
に
お
い
て

は
、
税
制
改
正
に
伴
う
法
人
市
民

税
の
減
が
あ
る
も
の
の
、
固
定
資

産
税
や
市
た
ば
こ
税
の
増
に
よ
り

市
税
全
体
で
は
、
若
干
の
増
額
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
人
件
費
の

減
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
生
活
保
護
費
の
増
大
が
見

込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
設

置
す
る
2
カ
所
の
認
可
保
育
所
に

か
か
る
運
営
費
の
増
な
ど
に
よ

り
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
25
年
度
の
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活

用
す
る
た
め
「
選
択
と
集
中
」
の

視
点
で
、
事
業
の
必
要
性
・
優
先

度
・
効
果
、
経
費
の
内
容
な
ど
を

徹
底
的
に
検
証
し
、
事
業
の
厳
選

に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
地
下
鉄
8
号
線
建
設
促
進
並
び

に
誘
致
期
成
同
盟
会
で
、
1
月
30

日
、
埼
玉
県
知
事
に
、
2
月
15
日

に
茨
城
県
知
事
に
対
し
、
要
望
活

動
を
実
施
。

　

平
成
25
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
２
月
27
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
が
開
会
初

日
に
施
政
方
針
と
前
定
例
会
以
降
の
市
政
執
行
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。そ
の
内
容
を「
市

民
が
育
む　

品
格
と
活
力
の
あ
る
ま
ち　

や
し
お
」
の
実
現
を
目
指
す
、
市
基
本
構
想
の
６
本
の
柱

に
分
類
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
一
部
抜
粋
。
全
文
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

（単位：千円）

▼
2
月
3
日
、
「
第
7
回
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。　

▼
2
月
8
日
、
東
武
バ
ス
セ
ン
ト

ラ
ル
株
式
会
社
へ
バ
ス
の
増
便
や

路
線
の
新
設
、
延
伸
な
ど
に
つ
い

て
要
望
活
動
を
実
施
。

▼
2
月
14
日
、
首
都
圏
新
都
市
鉄

道
株
式
会
社
に
対
し
、
東
京
駅
へ

の
延
伸
、
八
潮
駅
の
改
札
機
の
増

設
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
実
施
。

▼
南
部
地
区
町
名
策
定
に
係
る
経

緯
な
ど
に
つ
い
て
、
7
町
会
に
対

し
、
説
明
を
実
施
。

▼
平
成
25
年
1
月
末
に
お
け
る
有

収
水
量
は
、
827
万
5
0
1
5
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
同
期
と
比
較

し
、
7
万
5
1
5
3
立
方
メ
ー
ト

ル
の
増
加
。　
　
　
　
　
　

▼
1
月
17
日
、
「
災
害
時
に
お
け

る
緊
急
・
後
方
・
復
興
支
援
活
動

に
関
す
る
協
定
」
を
特
定
非
営
利

活
動
法
人
災
害
支
援
団
体
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
締
結
。

▼
1
月
24
日
、
埼
玉
県
東
南
部
地

域
放
射
線
対
策
協
議
会
で
、
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
う
除
染
作
業
な
ど
に
対

す
る
国
や
県
の
支
援
を
埼
玉
県
知

事
に
要
望
。

▼
2
月
10
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

第
4
回
八
潮
市
環
境
推
進
大
会
を

開
催
。

▼
市
民
参
加
に
よ
る
自
然
環
境
調

査
を
取
り
ま
と
め
た
「
2
0
1
2

や
し
お
の
自
然
」
を
発
行
。

▼
昨
年
1
年
間
の
火
災
発
生
件
数

は
24
件
、
損
害
額
は
約
6
0
4
8

万
1
千
円
。
ま
た
、
救
急
出
動
件

数
は
、
3
6
4
9
件
で
1
日
当
た

り
約
10
回
の
出
動
。

▼
消
防
の
広
域
化
を
検
討
す
る
協

議
会
設
立
に
向
け
、
消
防
広
域
化

連
絡
会
議
お
よ
び
消
防
広
域
化
検

討
会
を
開
催
。

▼
1
月
17
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
成
年
後
見
制
度
研
修
会
」
を
開

催
。　

▼
1
月
22
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

研
修
会
「
八
潮
市
の
高
齢
者
の
現

状
と
介
護
予
防
」
を
開
催
。
ま

た
、
1
月
30
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
、
介
護
予
防
講
演
会
「
こ
こ
ろ

の
健
康
維
持
と
う
つ
予
防
に
つ
い

て
」
を
開
催
。　

▼
1
月
16
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
第
38
回
八
潮
市
農
業
祭
」
に
出

品
さ
れ
た
優
秀
な
農
産
物
な
ど
の

生
産
者
を
表
彰
。

▼
2
月
24
日
、
や
し
お
生
涯
楽
習

館
で
、
「
第
22
回
八
潮
市
消
費
生

活
展
」
を
開
催
。
併
せ
て
「
特
産

品
・
推
奨
品
フ
ェ
ア
2
0
1
3
」

を
開
催
。

▼
2
月
26
日
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
内
に
八
潮
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
設
置
。

▼
12
月
以
降
の
埼
玉
県
に
よ
る
放

射
性
物
質
影
響
調
査
で
、
山
東
菜

と
ダ
イ
コ
ン
な
ど
、
市
に
よ
る
放

射
能
濃
度
測
定
で
、
白
菜
や
ネ
ギ

な
ど
の
測
定
を
実
施
。

▼
1
月
8
日
か
ら
、
幼
い
子
ど
も

連
れ
の
利
用
者
に
気
兼
ね
な
く
図

書
館
を
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
を
実
施
。

▼
1
月
14
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
成
人
式
」
を
開
催
し
、
542
人
が

参
加
。

▼
1
月
20
日
、
「
第
48
回
市
内
一

周
駅
伝
大
会
」
を
開
催
。

▼
1
月
31
日
か
ら
2
月
3
日
ま
で

の
間
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館
で
、

生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
合
同
作

品
展
を
開
催
。

▼
2
月
2
日
、
八
條
公
民
館
で
、

「
冬
の
星
空
観
察
教
室
」
を
開
催
。

▼
2
月
2
日
に
市
民
大
学
大
学
院

の
研
究
発
表
会
、
2
月
9
日
に
、

市
民
大
学
2
学
年
に
よ
る
自
主
研

究
発
表
会
を
八
潮
メ
セ
ナ
で
開
催
。

▼
2
月
17
日
、
「
や
し
お
ふ
れ
あ

い
親
子
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を

開
催
。

　
　
　
　
　
　
　

▼
2
月
1
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

市
表
彰
規
則
に
基
づ
き
、
市
政
に

功
労
の
あ
っ
た
方
の
表
彰
を
実
施
。

▼
2
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
、

潮
止
、
八
條
、
八
幡
の
3
地
区
で
、

「
生
涯
学
習
地
域
会
議
」
を
開
催
。
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1
か
い
て
き

新
時
代
を
支
え
る

　
　
　
　

都
市
の
形
成

2
や
す
ら
ぎ

心
や
す
ら
ぐ
安
全
な

　
　

生
活
環
境
の
形
成

3
ふ
れ
あ
い

明
る
く
生
き
が
い
に

　

み
ち
た
社
会
の
形
成

4
ち
か
ら

活
気
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　

産
業
の
形
成

財政調整基金

減債基金

公共施設整備基金

高速鉄道整備基金

ふれあい基金

工業振興基金

緑の基金 

つくばエクスプレス対策基金

教育基金

長田義弘教育基金

長田義弘国際教育基金

学校建設基金

平成24年度末残高

601,077

103,315

50,578

30,285

8,868

2,550

1,571

962

2,820

110,816

100,001

200,250

1,213,093

各基金の平成24年度末残高主な基金の状況

名　称

合　計

長田義弘教育基金（平成24年度末残高：110,816千円）

長田義弘国際教育基金（平成24年度末残高：100,001千円）

　長田義弘教育基金は長田義弘氏（市内緑町在住）から八潮市へ「八潮市の子どものために教育基金を設
けて、教育育英として貸し付けを行い、有用な人材を育成していただきたい」という目的で平成元年1月
26日に1億円の寄附金をいただきました。
　市では、この寄附金により平成元年4月1日に八潮市教育基金を設置し、高等学校、専修学校、大学の修
学に要する費用の一部を無利子で貸し付けする教育資金貸付事業を開始しました。その後、同年4月3日に
さらに485万円の寄附金をいただき、基金へ積み増しました。
　この事業では、平成元年度から平成24年度までに延べ349人が利用され、貸付累計額は1億1,854万5
千円となり、保護者からは経済的な負担が軽減されると大変感謝されています。
　この事業において、長田義弘氏の功績が多大であることから平成24年9月24日、新たに「長田義弘教
育基金」を設置しました。

　長田義弘国際教育基金は長田義弘氏（市内緑町在住）から平成2年2月28日に八潮市へ「八潮市の子ど
もに国際教育の振興を図るため、市内中学校生徒および教職員の国際的感覚を高めて地方文化の向上に資
する」目的で寄附の申し出があり、平成2年から平成24年までに1億3,020万円の寄附金をいただき、特
に、平成16年8月6日には1億円の寄附金をいただきました。
　市では、平成2年4月1日に八潮市国際教育基金を設置するとともに、この寄附金などにより中学生の海
外派遣事業を開始しました。
　この事業では、平成2年度から平成24年度までに延べ396人がオーストラリアなどに行き、他国の文化
に触れ国際感覚を身につける貴重な体験を得ることができたと大変感謝されています。
　このような長田義弘氏の多年に亘る功績から平成24年9月24日、基金の名称を「長田義弘国際教育基
金」としました。

市の基金の状況をお知らせします市の基金の状況をお知らせします市の基金の状況をお知らせします市の基金の状況をお知らせします
　市では、一般の会計とは別に基金を持っています。これは、家庭では預貯金にあたるもので、現在、八潮市ではその用
途に分けて12の基金（特別会計分は除く）を持っています。
　その残高と主な基金の状況について、広報やしお４月号と５月号で説明します。 □問財政課☎○内３０６

5
は
ぐ
く
み

明
日
の
八
潮
を
担
う

人
づ
く
り
環
境
の
形
成
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□問
6
す
い
し
ん

市
民
に
開
か
れ
た
計
画
的
な

行
政
推
進
体
制
の
形
成


